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１．緒 言 

 人工股関節ステムと骨との間に生じるゆるみの早期

診断は，単純Ｘ線像（１）（２）や核磁気共鳴画像（３）など

では難しいようである．この問題を解決する手段とし

て，………． 

５．人工股関節ステム挿入患者の大腿骨と 

骨髄の厚さ測定 

５.１ 実験方法 

 仰臥位にある人工股関節ステム挿入患者の右大腿骨

近位部に簡易測定装置を取り付け，筋肉の音速をｖm＝ 

 

Fig.8  Echo waveform presenting outside of femur,  

        inside of femur and stem surface.  

 

 

 

1560m/s（５），大腿骨の音速を 3300m/s（５）とみなし，健

常者と同様な超音波測定法により大腿骨と骨髄の厚さ

を………． 

６．結  言 

（１）健常者の大腿骨前面の断面形状は，超音波法に

よる簡易測定装置を用いれば，大腿骨の内腔面の一部

を除いてほぼ正確に測定できた． 

（２）超音波による大腿骨前面の断面形状は，Ｘ線Ｃ

Ｔ像による測定結果とほぼ一致した． 
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